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■
齋
火
壇
に
点
火 

 

 

■
冨
士
道
第
十
二
世 

管
長
台
下

に
よ
る
直
祷
神
事 

 

■
齋
火
は
皆
様
の
御
祈
願
を
天
に

届
け
る
た
め
に
勢
い
よ
く
燃
え
上

が
り
ま
す 

 
■
神
事
員
に
よ
る
祈
願 

 

 

■
北
口
御
師
の
先
生
方 

 

■
齊
火
壇
を
廻
り
御
神
前
に
て
ご

参
拝
す
る
皆
様 

 

 

 

 

 

■
齋
火
御
幣
の
加
持
を
受
け
る
ご

参
拝
の
皆
様 

 

■
中
興
元
租
食
行
身
禄
さ
ま 

ご

入
定
二
百
八
十
年
祭
を
記
念
し
て
、

餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た 
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身
禄
様
式
年
二
百
八
十
年
祭
斎
行 

七
月
十
三
日
太
祠
本
殿
に
て
冨

士
道
第
六
世
中
興
元
祖
食
行
身
禄

様
の
式
年
二
百
八
十
年
祭
を
齋
行

い
た
し
ま
し
た
。 

高
尾
山
薬
王
院
中
原
秀
英
修
験

部
長
、
元
祠
の
食
行
様
厨
子
奉
納

者
伊
藤
紘
子
様
は
じ
め
多
数
の
参

列
者
を
む
か
え
て
厳
粛
に
齋
行
さ

れ
ま
し
た
。 

高
尾
山
中
原
部
長
の
乾
杯
の
発

声
で
直
会
を
は
じ
め
、
生
沼
邦
彦

神
事
師
範
か
ら
冨
士
講
の
話
が
あ

り
参
列
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

御
神
寳
が
御
出
立 

七
月
十
六
日
今
年
の
御
山
修
行

の
登
拝
が
出
発
し
ま
し
た
。 

十
二
時
よ
り
御
神
實
出
立
祭
が

齋
行
さ
れ
ま
し
た
。 

御
神
實
は
八
月
二
十
五
日
ま
で

八
合
目
天
拝
宮
に
奉
安
さ
れ
、
二

十
六
日
の
吉
田
の
火
祭
り
を
も
っ

て
お
山
が
閉
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

  

      

                           

「
扶
桑
」 

発
行
元 

扶
桑
教
大
教
庁 

〒
１
５
６
‐
０
０
４
３ 

東
京
都
世
田
谷
区
松
原 

 
 
 
 

 
 

一
―
七
―
二
十 

電
話 
０
３(

３
３
２
１)

０
２
３
８ 

 

 

太祠本殿で身禄様二百八十年祭斎行 

御神實は元祠に到着されました 登拝前日、人穴に行幸の御神實 

御神實が御旅所として逗留する御師大国屋に到着 

４． 御神實は大国屋を御旅所として逗留し

ます 

六根清浄御山晴天の声高らかに登拝します 

御神實を奉持して登拝する山縣神事部長 八合目烏帽子岩天拝宮にて天拝神事を斎行 

◆
入
試
の
詳
細
は
大
教
庁
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 


